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「ねんきんネット」の機能と画面を改善しました 

  

 「ねんきんネット」は日本年金機構が提供するインターネットサービスで、いつでも

ご自身の年金記録を確認できるほか、各種通知書の再交付申請や将来の年金

見込額の試算ができます。  

 「ねんきんネット」は平成２３年２月末にサービスを開始以来、お客様にとって便

利なものとなるよう、順次、機能の追加・改善を行っております。この結果、令和

元年１０月現在で約５４６万人の方にご利用いただいております。  

 

 今般、「ねんきんネット」の画面と機能について、以下のとおり改善を行いました。

これからもお客様により便利で身近な「ねんきんネット」になるようにサービスの向

上を行ってまいりますので、ぜひご利用ください。  

 

 

【画面と機能の改善事項】  

別紙の１－①  

スマートフォン版での電子版

「ねんきん定期便」等の閲覧  

スマートフォン版で電子版「ねんきん定期便」、

「年金の支払いに関する通知書」（注 1）を PDF

形式で見ることができます。  

別紙の１－②  

スマートフォン版での国民年金

保険料の納付・後払い（追納）

が可能な月数と金額の確認  

 

 

スマートフォン版で、「納付していない期間」や

「納付が免除・猶予された期間」（注 2）のうち現

時点で納付が可能な月数の合計及び保険料

額合計の確認ができます。  

令和２年１月７日 

（照会先） 

事業企画部 

事業企画部長         岡部 史哉 

事業企画部企画調整監   立石 康幸 

（電話直通 ０３－５３４４－１２５４） 

経営企画部 広報室 

        広報室長            山田 勝 

（電話直通 ０３－５３４４－１１１０） 

 



別紙の２－①  

別紙の２－②  

ねんきんネット画面の改善  

 

 

より見やすく分かりやすい画面となるよう、パソ

コン版、スマートフォン版ともに配色の見直しや

イメージ写真とアイコンを使用するなど、画面デ

ザインを新しくしました。  

注 1：「年金の支払いに関する通知書」として「年金振込通知書」、「年金支払通知書」、「年金

決定通知書・支給額変更通知書」、「年金額改定通知書」の各通知書と、「公的年金等

の源泉徴収票」を見ることができます。  

注 2：国民年金保険料を納付していない期間や保険料の納付が免除された期間、保険料の納

付が猶予された期間（学生納付特例期間を含む）のうち、納付することが可能な月数合

計、保険料額合計の確認ができます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１．これまでの PC 版に加えて、スマートフォン版でも次の機能が利用できます  

①「ねんきん定期便」や「年金の支払いに関する通知書」の閲覧  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②国民年金保険料の納付・後払い（追納）可能月数と金額の確認  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※画面は電子版「ねんきん定期便」50 歳以上ハガキ 

※画面は平成 25年度の学生納付特例期間の追納が可能なことを表示しています。 
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２．ねんきんネット画面の見直し（イメージ） 

①配色の見直しやイメージ写真の使用 

＜パソコン版＞ 

【見直し前】                         【見直し後】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜スマートフォン版＞ 

【見直し前】                          【見直し後】 
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②アイコンの使用 

例えば確認していただきたい月を「赤字」で表現していたものを、アイコンで表

現することにより、白黒で印刷した場合でも各月の記録がわかるよう見直しを

行いました。 

【見直し前】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     【見直し後】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※画面はアイコンの使用を案内するサンプルです。「見直し前」と「見直し後」は同一の年金記録ではありません。 

別紙 


